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北斎館｜Katsushika Hokusai Museum
葛飾北斎の展示を中心とした墨田区を象徴する新たな地域文化観光施設の提案

この建物は「ABSTRUCTION」「HOKUSAI WALL」「ADJUSTABLE PANEL」「1800×3600 MODULE」
という4つのコンセプトをもとに計画されています。
この建築は緑町公園側の低層部、JR線高架側の高層部、そしてそれらをつなぐスロープによって全体が構成され
ます。低層部にはエントランスホール、多目的ホールといった区民の文化活動を支える空間を配置し、緑町公園
との一体的な利用を可能にします。高層部には常設展示室・企画展示室といった展示機能(5F／4F)、図書室・
書庫といった図書機能(3F)、カフェ・ミュージアムショップといったサービス機能(2F)、そして搬出入・事務機能
(1F／B1F)が配されます。4つのコンセプトが複合的に機能することで、世代を超えて共有される北斎画のもつ繊
細なイメージを、北斎の歴史と共に街の記憶を共有・交換する文化活動の拠点として建築化する提案です。
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北斎館
Katsushika Hokusai Museum
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縦5枚 横22枚=計110枚のスクリーンパネルによって
構成された、北斎絵画を抽象化して組み合せた一面のフ
ァサード（メディアウォール）は、幅広い北斎の画業を
展示するにふさわしい文化観光施設としての強い誘引性
を創り出すと共に、世界に発信する墨田区の新しいコン
テンツとなります。

1800 3600パネルを多様な機能に割り当てることで、経
済性・機能性・合理性の獲得を目指します。パネルの枚数
、構成を変えるだけで、様々な利用者・市民の要望にも迅
速かつ柔軟に対応可能にし、同時に設計・施工の工期短縮
にも寄与します。多様性を内包するミニマルでフレキシブ
ルな建築システムの提案です。

可動式パネルが自然調光を可能にすることで可能な限り
自然光を取り込み、人工照明に頼らないサスティナブル
な展示空間を実現を目指すと共に、ランニングコストの
削減を図ります。また多目的ホールなどでは、様々なイ
ベントに合わせて開閉されフレキシブルな空間利用が可
能となり、多様な機能に対応が可能となります。

北斎館面積表
■地下2階床面積：481.14m2/(145.54坪)
■地下1階床面積：481.14m2/(145.54坪)
■1階床面積：690.66m2/(208.92坪)
■2階床面積：481.14m2/(145.54坪)
■3階床面積：481.14m2/(145.54坪)
■4階床面積：481.14m2/(145.54坪)
■5階床面積：413.10m2/(124.96坪)
■延床面積：3509.46m2/(1061.61坪)
■建築面積：712.80m2/(215.62坪)<733m2

透き通るガラスのファサードで出来たこの建築は、装
飾的で色彩的なデザインではなく、限りなくシンプル
で抑制的な外形となります。外観は抽象化された北斎
画の陰影だけが浮かび上がる仕上げとすることで、近
景では内外の風景が透き通り、遠景では北斎画が一面
に浮かび上がるような仕掛けとし、周囲に開かれた公
共空間を実現します。

JR高架側の電車から見える一面の
北斎絵画は、地域文化観光施設に
とどまらず地域の「顔」としてそ
の景観に新しい表情を与えます

多目的ホールを開放しエントランスホールと一体利用することで
将来的に地域イベント開放スペースとして利用することも可能です。

既存環境との連続性に配慮しながら、手前側のボリュームは3.6mの低層におさえ公園との一体感をつくり
だします。また奥のボリュームは高さ18mまで持ち上げることで、低層部がもつガラスの水平性と高層部
がもつランドマークとしての垂直性が対をなす断面構成をつくり出します。

屋根部分は緑化等によって断熱性能を確保し
エネルギー負荷の低減を図ります

搬出入口・スタッフ入口等のバック
ヤードは裏側にも設け展示機能との
動線を明確に分離します

多様な機能に割り当てられる1800 3600 モジュール
00４４．．11880000 33660000  MMOODDUULLEE0011．．AABBSSTTRRAACCTTIIOONN 0022．．HHOOKKUUSSAAII  WWAALLLL

北斎画を抽象化したガラスのファサード 新たな観光資源としてのランドマーク
0033．．AAJJUUSSTTAABBLLEE  PPAANNEELL SSEECCTTIIOONN  PPLLAANNNNIINNGG

周辺環境との関係を配慮した断面計画自然調光可能な可動式スクリーンパネル

50% OPEN

CLOSE

100% OPEN

1.設備機械室
2.事務室
3.学芸室
4.会議室
5.館長室
6.ボランティア室
7.ロッカー室
8.作業室
9.撮影室
10.控室
11.倉庫
12.エントランスホール
13.受付
14.多目的ホール
15.搬出入室
16.一時保管室
17.荷解梱包室
18.収蔵庫
19.スタッフ出入口
20.警備員室
21.風除室
22.調理室
23.カフェ
24.ミュージアムショップ
25.展示倉庫
26.講座室
27.図書室
28.書庫
29.常設展示室
30.企画展示室
31.WC
32.駐車場
33.屋外テラス

axonometric

clear gla ss / 1800 3600


